
令和３年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立雪谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・社会科見学などは、社会状況を鑑み、行うことができなかったが、学習内容の関心・意欲を高めるために、

実物教材の持ち込み、ICTの活用などの様々な手法を授業の中で取り入れた。 

→どの学年でも「主体的に学習に取り組む態度」の項目で、全国・区の平均値より高い値を示した。 

・社会的な事象とその要因とを関連付けて考えられるように、調べた事実から、働く人の思いや願いを考え

させたり、その工夫をノートや新聞作りに活用させたりした。また、資料となる写真と照合しながら、考

察する活動を取り入れたり、資料を比較して読み取る活動を多く取り入れたりした。 

→どの学年でも「思考・判断・表現」の項目で、全国・区の平均値より高い値を示した。 

・日常のニュースと学習を関連付けたり、新聞を教室内に掲示したりして関心を広げる活動を行うなど、知

識が深まったり日常生活と結び付けられたりできるようにした。また、地方ごとの都道府県の位置や名称

について理解させるために、日本地図や地球儀を多く活用した。 

→どの学年でも「知識・技能」の項目で、全国・区の平均値より高い値を示した。 

・デジタル教科書を使うことで、グラフの読み取り方やグラフ同士の結びつきなどが指導しやすかった。 

 

（２） 課題 

・感染症による社会状況の変化により、社会科見学を行ったり、ゲストティーチャーを招いて学習を行った

りすることができなかった。そのため、実際に関係する人々の思いや願いと、社会的事象を、実感をもっ

て関連付けて考えたり、理解させたりすることが難しかった。 

・資料を読み取る力を高めるために、意図的に地図を用いたり、グラフを掲示したりするような時間を設け

てきたが、俯瞰的に把握することが難しい児童が一部いる。 

・４７都道府県名や、地形、海洋名の習熟については個人差が大きく、また、時間が経つと忘れてしまう傾

向もみられたので、繰り返し学習しながら定着を図った。 

・その時代の特徴や歴史上の事実、人物との関連など、１単位時間の中では定着させることができたが、一

定期間がたった後や、過去に習ったことなどを忘れている児童が多くいた。理解を深めたりしっかり定着

させたりするためにも、教室掲示の工夫や時代同士を関連させて考える展開の工夫などをする必要性を感

じた。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

※ ◎…目標値を上回った。 ○…目標値と同程度。△…目標値を下回った。 

 令和３年度結果 令和２年度結果 令和元年度結果 

第４学年 ◎   

第５学年 
◎ ◎ 

（第４学年時） 

 

第６学年 
◎ 

 

◎ 

（第５学年時） 

◎ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・目標値よりわずかに上回ってい

る。知識・技能は、十分に身に

付いている児童が多い。 

・目標値より大きくに上回ってい

る。思考・判断・表現は、十分

に身に付いている児童が多い。 

・目標値より大きく上回ってい

る。主体的に学習に取り組む態

度は、十分に身に付いている児

童が多い。 

 

 



 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・目標値より大きく上回ってい

る。知識・技能は、十分に身に

付いている児童が多い。 

・目標値より大きくに上回ってい

る。思考・判断・表現は、十分

に身に付いている児童が多い。 

・目標値より大きく上回ってい

る。主体的に学習に取り組む態

度は、十分に身に付いている児

童が多い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生活環境に関する活動では、

人々の工夫や努力を理解させ

るために、出張授業での体験を

通して実際に関係する人々に

話を聞いたり、調べたりする機

会を多く設ける。（指導計画・

授業構成） 

 

・まとめの活動では、知識を深め

たり、日常生活と結び付けられ

たりできるように、キーワード

を使って、関係図を作成した

り、文章にまとめる活動を多く

設ける。（指導計画・授業構成） 

・調べたことを白地図や表などに

まとめる時間を設け、表現する

技能を伸ばす。（指導計画） 

 

・社会的な事象とその要因とを関

連付けて考えられるように、見

学したことから、働く人の思い

や願いを考えさせたり、その工

夫をノートや新聞作りに活用

させたりする。また、文書資料

と表や図、グラフの資料を関連

付けたりする。（指導計画・授

業構成） 

・学習内容の関心・意欲を高める

ために、社会科見学や実物教材

の持ち込み、ICTの活用などの

様々な手法を授業の中で取り

入れる。（指導計画・授業構成・

学習環境） 

 

・日常のニュースと学習を関連付

けたり、新聞を教室内に掲示し

たりして、児童が、日常生活と

結び付け、関心を広げられる活

動を行う。（指導計画・授業構

成） 

 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世界における日本の位置や、地

形、海洋名などについて、関連

する授業の時に確認する時間

をとる。（授業構成） 

 

・児童が目的をもって調べ学習を

行い、必要な情報を資料から読

み取れるように、学習課題に対

して、予想する時間を毎時間設

ける。（指導計画・授業構成） 

 

・まとめの活動では、知識を深め

たり、日常生活と結び付けられ

たりできるように、キーワード

を使って、関係図を作成した

り、文章にまとめたりする活動

を多く設ける。（指導計画・授

業構成） 

・調べたことを白地図や表など

にまとめる時間を設け、表現

する技能を伸ばす。（指導計

画） 

 

・歴史や公民学習などにおいて、

社会的な事象とその要因とを

関連付けて考えられるよう

に、関連する人々の思いや願

いを考えさせたり、その工夫

をノートや新聞作りに活用さ

せたりする。また、文書資料

と表や図、グラフの資料を、

線を繋いだり、吹き出しを書

いたりして、関連付ける。（指

導計画・授業構成） 

・学習内容の関心・意欲を高める

ために、社会科見学や実物教材

の持ち込み、ICT の活用などの

様々な手法を授業の中で取り入

れる。（指導計画・授業構成・学

習環境） 

 

・児童が主体的に学習に取り組め

るように、学習問題を解決する

ための計画を自分で考える場面

を増やしたり、複数の資料を関

連付けて、調べたいことや疑問

に思ったことを整理することが

できるようにしたりしていく。

(指導計画・授業構成） 

 

・日常のニュースと学習を関連付

けたり、新聞を教室内に掲示し

たりして、児童が、日常生活と

結び付け、関心を広げられる活

動を行う。（指導計画・授業構成） 

 



４ 今年度授業改善プラン成果と課題 

（１）成果 

・資料を比較して読み取る活動を多く取り入れることによって、資料を読み取る力を身に付けることができ

た児童が多くいた。 

・調べたことを白地図や新聞などにまとめる時間を設け、表現する技能を伸ばすことができた。 

・実物教材の提示や ICTの活用などの様々な手法を授業の中で取り入れたことによって、学習内容の関心・

意欲を高めることができた。 

・歴史や公民学習などにおいて、関連する人々の思いや願いを考えさせたり、その工夫をノートや新聞作り

に活用させたりすることで、児童が社会的な事象とその要因を関連付けて考えることができた。 

・NHK for school を活用することにより、興味や関心がより高まった。また、資料、インターネットを用

いて調べたことを、意欲的に作品にまとめることができた。 

・タブレットが一人一台あることで、調べたいときに調べる環境が整った。歴史的事象に興味をもつ子は、

疑問をすぐに解決することができたので、関心を広げることができた。 

・「問題と出会う→課題の把握→調べ学習→発表→振り返り学習」の一連の授業の流れを、タブレット PC

を使うことで定着することができた。同じ流れの学習を反復することで、児童が迷わず、効率的に情報を

読み取り、まとめられるようになった。 

・食料生産や情報など可能な単元では、実際に起きたことと結び付けて学習を行うことで、児童が日常生活

と学習内容を結び付けて学習することができた。 

 

（２）課題 

・日本の位置や、地形、海洋名などは、学習しても知識の定着が不足しているように見られた。指導の工夫

が必要であると感じた。 

・資料を読み取る力を高めるために、意図的に地図を用いたり、グラフを掲示したりするような時間を設け

てきた。しかし、資料から事実を読み取ることはできても、すすんでその他の事象と比較したり、関係づ

けたりして、思考を広げることができる児童は少数だった。また、資料から読み取ること自体が難しい児

童が一部いる。 

・発表やレポート、新聞にまとめる際に、必要な情報を整理したり、表現したりする力が十分でない児童が

一部いた。また、学習した事実を新聞やワークシートにまとめる力はついているが、その事実を踏まえて

自分が考えたことを表現する力が十分でない児童がいる。 

・近代史において、人物中心学習でなくなった途端、知識が定着しない児童が増える。特に明治時代に起こ

る事象は知識量も多く、より指導の工夫を図る必要を感じた。 

・感染症による社会状況の変化により、見学を行ったり、ゲストティーチャーを招いて学習を行ったりする

ことができなかった。そのため、実際に関係する人々の思いや願いと、社会的事象を、実感をもって関連

付けて考えたり、理解させたりすることが難しかった。 


